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編集後記

930 No Shinkei Geka・39巻 9号・2011年 9月

　巻頭に藤井幸彦教授が書かれた扉「Professional Spirit と Research Mind」は，中堅・
若手の先生方にぜひ，読んでいただきたい内容である．藤井教授が fMRI を用いて取
り組んでこられた臨床研究に対する熱き思いと苦労，その成果が臨床応用に貢献して
いる喜び，そして神経科学研究へのあくなき探究心がみごとに表現されている．まさ
に脳神経外科医のあるべき理想の姿であり，このような人生を送られている藤井教授
をうらやましく思う．
　廣瀬雄一教授が執筆された「神経膠腫の分子生物学に基づいた治療戦略」は，グリ
オーマ研究を専門にしてはいない研究者にもわかりやすく解説されているすばらしい
総説である．最近，話題となっているテモゾロミドの作用機序，その有用性と問題点，
病理組織学的診断に 1p/19q の欠損や IDH1 変異を加味した新たなGrading と予後，今
後目指すべき方向性などについて明快に解説されている．
　連載の先天奇形シリーズは師田信人先生執筆による「脊髄脂肪腫」である．先天奇
形は各施設の専門性が明らかになりつつある現在では，どの施設でも同様に経験でき
る疾患ではない．したがって，脳神経外科の専門医試験を受験する先生方には必読の
シリーズであろう．今回の「脊髄脂肪腫」は，師田先生の豊富な経験に基づき，診断
から治療方針，手術法，予後などが詳細に記載されている．もう少し簡潔に記載され
てもよかった印象もあるが，豊富な内容で読みごたえがある．
　「症例」では，「小脳橋角部に発生したmeningeal melanocytoma の 1 例」と「脳原発
リンパ腫様肉芽腫症の 1例」が興味深いものであった．小脳橋角部に発生した
meningeal melanocytoma は小生も経験しているが，手術摘出で根治可能な比較的良性
な腫瘍とは言え，再発や悪性化の危険性もあり，放射線照射を併用すべきか否かも検
討課題である．そうした点が簡潔に記載されている．脳原発リンパ腫様肉芽腫症につ
いては，EBV感染との関連，悪性リンパ腫との関連，診断の基準や悪性度分類など
が詳細かつ簡潔に記載されており勉強になった．
　特別寄稿として，本郷一博教授が「AANS 杉田虔一郎記念国際シンポジウムに寄せ
て」を寄稿されている．故杉田虔一郎教授の業績が評価されてAANS で記念シンポ
ジウムが企画・実施されたことは，日本の脳神経外科学会員にとって実に喜ばしいこ
とである．
　この編集後記を書いている時期，博多は山笠で盛り上がっているが，東北で被災さ
れ過酷な日々を送っておられる方々のことを思うと，複雑な心境である．

佐々木　富男
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